
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 48,921,466 48,921,466

交付金額 48,921,000 48,921,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

今後とも安定した学校運営のため、整備した机・椅子を適切に管理していく。

無し

【補助事業の成果及び評価】
　机・椅子更新後の変化について各学校へアンケート調査を実施したところ、以下の
回答が得られたことから、本事業の成果を得られたと評価する。
・ぐらつきによる姿勢の崩れや音がなくなり、授業に集中できるようになった。
・机の幅が広いので、教科書・ノートの配置がスムーズにでき、学習効率が上がった。
・ささくれでケガをする恐れがなくなった。
・プリントを書く際に、穴を気にしないで書けるようになり、また、穴をいじったり
　することができなくなった事などから、気が散ること無く学習に集中する事ができ
　るようになった。

【地域住民への周知の実施状況】
１）市ホームページおよび広報誌(６月号)に掲載済。
２）「特定防衛施設周辺整備調整交付金」と記載したシールを貼付済。

事　　業　　評　　価　　書

小学校机・椅子更新事業

うるま市長

うるま市地内

　うるま市では、児童生徒用机・椅子の老朽化が進んでおり、特に小学校にお
いて老朽化が目立っている。
　本事業は、市内全小学校を対象に、小学校１年生・６年生の机・椅子更新を
することにより、児童の学習意欲の向上を目的とする。
　なお、更新対象となった学年で比較的新しい机・椅子は、他学年の老朽化し
たものと交換をして活用をする。

児童用机　2,538台
児童用椅子　2,538脚

令和2年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額


